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【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1

（３）学会発表

1 共著
第32回日本義肢装具学
会、札幌
JSPO 32,p116

原 和彦、豊田　輝、
岡安 健、寺村 誠治、
井上　和久、森田 真
史、三木 将仁、鈴木
保

2016.10

2 共著
第4回日本支援工学理
学療法学会学術集会、
横浜、抄録集P37

佐塚直美、原和彦、
一柳可南子

2016.11

3

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4～2019.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2016.10～2017.3

2 2016.10～2017.3

3 2016.4～2016.9

4 2016.10～2017.3

該当なし

義肢装具学、臨床運動学、生体力学、材料工学、生活環境支援理学療法学

博士(工学)

1994年日本大学大学院理工学研究科（修士課程）医療・福祉工学専攻修士課程修了、1998年日本大学大
学院理工学研究科（博士課程）医療・福祉工学専攻博士課程修了

2000年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科専任助教授、2005年4月埼玉県立大学保健医
療福祉学部理学療法学科専任教授、2015年4月～現在、埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科
学科長

日本理学療法士協会(認定試験委員会委員、認定必修研修講師)、日本理学療法学会、日本支援工学理
学療法学会(常任運営幹事）、日本義肢装具学会、専門リハビリテーション研究会(理事・副会長・事務局
長)、埼玉県理学療法士会(理事・副会長・表彰審査委員長)、埼玉がんリハビリテーション研究会（顧問）

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

義足ソケット適合評価のためのFEM解析
の試み

該当なし

下肢加圧力の違いが循環動態に及ぼす
影響響

理学療法症候障害論(博士後期)

理学療法の対象疾患に関する運動学、運動力学、生体工学、臨床
神経生理学、運動生理学、組織学、生化学などの最新研究手法を
学び、科学的根拠のある理学療法の効果検証方法とその限界につ
いて学ぶ講義を行った。

ⅠＰＷ論（専門職連携実践論）(博士前期)

　保健医療福祉の連携・協働は、チーム医療やチームアプローチを
行う上で必須になっているIPW（専門職連携実践）の発展の歴史、理
論と実践の手法、そのための教育であるIPE（専門職連携教育）につ
いて学習する講義を行った。

義肢装具適合支援学
生活機能を高める補装具の適応理論を確認して、機能代償のメカニ
ズム、バイオメカニクス、運動適応のための評価治療学、理学療法
実践介入の基礎を学ぶ講義を行った。

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）JSPS KAKENHI Grant Number 16K01558

義足ソケット適合評価支援システムの開発に関
する研究(研究代表者)

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

義肢装具学
義肢装具の名称、歴史変遷、構造、機能の理解を促し、補装具の処
方に必要な社会保障制度の理解、運動機能向上のための種々の活
用のため理解を促す講義を行った。



（２）演習

1 2016.4～2016.9

2 2016.4～2016.9

3 2016.10～2017.3

（３）実習

1 2016.4～2016.9

2 2016.10～2017.3

3 2016.10～2017.3

4 2015.10～2016.3

5 2016.4～2016.9

6 2016.4～2016.9

7 2016.4～2016.9

（４）論文指導

1 2016.4～2017.3

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 理学療法学科 2016.9

2
日本理学療法士
協会

2016.9

3
日本理学療法士
協会

2016.9

4
日本理学療法士
協会

2016.11

5
埼玉県理学療法
士会

2016.12

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2013～現在

2 2007～2017

3 2011.4～2017.3

4 2016.11～2016.12

5 2016.6～2016.7

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

臨床教育実習Ⅰ（検査測定）
2年次までに学んだ理学療法評価における検査測定技術について、
臨床実習指導者の指導監督のもとで臨床実践を行い、検査技術の
実際を経験する実習指導、教育支援の実習科目の総括を行った。

理学療法セミナー（OSCE１）
臨床教育実習Ⅱに向けて、問診、面接、及び基本的評価技術の能
力評価として客観的臨床能力試験（OSCE）を行い、その結果を踏ま
え学生に対して個別指導を行った。

理学療法セミナー（OSCE２）

義肢装具学実習

臨床教育実習Ⅲ・Ⅳに向けて、問診、面接、及び基本的評価と治療
技術の能力評価として客観的臨床能力試験（OSCE）を行い、その結
果を踏まえ学生に対して個別指導を行った。

義肢装具学の理解に基づいた補装具の使用、調整、義肢装具を使
用した理学療法支援の実践アプローチについて実習講義を行った。

基礎運動療法学実習
運動療法の基礎的知識の理解に立った実践運動療法の技術習得
に向けた実習講義を行った。

埼葛南専門職連携推進会議 運営委員

日本理学療法士協会 第51回日本理学療法学術大会 演題査読

該当なし

副会長、表彰審査委員会委員長

認定理学療法(補装具)必須研修会

認定理学療法(切断)必須研修会

講師、義足適合支援に関する理学療法介入

講師、切断の理学療法

第25回 埼玉県理学療法学会 座長 座長

理学療法症候障害演習(博士後期)
疾病や障害によって生じた機能制限因子や活動制限・参加制限につ
いて理学療法症候障害学論で学んだ知識を深め、理学療法の効果
検証を行うための研究手法について演習する。

該当なし

日本理学療法士協会 認定理学療法士試験委員会委員

埼玉県理学療法士会

日本理学療法士協会 第35回 関東甲信越ブロック理学療法士学会 演題査読

第4回日本支援工学理学療法学会学術集
会

一般演題（症例①） 、座長

臨床教育実習Ⅲ（総合）

臨床教育実習Ⅰ・Ⅱでの経験と学内で修得した内容を応用し、臨床
実習指導者の指導・監督のもとで、理学療法全般（評価と治療）につ
いて一連の過程を実践の場で学習する実習全般の指導支援を行う
実習科目の総括を行った。

臨床教育実習Ⅱ（評価）
3年前期までに学んだ理学療法評価を臨床実習指導者の指導監督
のもとで臨床実践を行い、理学療法評価の実際を経験する実習指
導、教育支援の実習科目の総括を行った。

臨床教育実習Ⅳ（地域・老健・通所・ｸﾘﾆｯ
ｸ）

これまで学んだ理学療法に関する知識、技術を地域リハビリテーショ
ン施設あるいは特定領域施設等において応用する実習指導、教育
支援をを行う実習科目の総括を行った。

義肢・装具学実習
作業療法学科専門科目において、特に下肢切断の理学療法、義肢
適合支援に関する実習講義を2コマ行った。

卒業研究

4年間の理学療法に関わる授業や実習を通して修得した知識と技術
及び専門性の視点から、理学療法並びに保健医療福祉の関わる疑
問や解決すべき問題を想起し、研究という手法を用いその疑問や問
題を分析解析する研究を指導する科目の総括を行った。
個別指導は2名の研究論文（「姿勢保持における関節モーメントの視
覚的評価の検討｝、「筋力（関節モーメント）波形と筋電図積分波形と
の関係性について」の指導を行った。

下肢切断の実践的理学療法臨床教育実習指導者講習会



５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

4

5

6

7

8

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1 日本理学療法士協会 2016.6

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

地域専門職連携推進部会　部会長

教員評価委員会

日本理学療法士協会　協会賞(功労部門)

該当なし

地域産学連携委員会　委員

学科会議(週1)

教授会

教員人事委員会

学科長

研究科教授会


